
解　説

　左の写真は幕末・明治期の啓蒙思想家，中村正直が訳した「西
国立志編」です。原書はイギリス人スマイルズの「Self Help（自
助論）」で，「天は自ら助くる者を助く」の話から始まっていま
す。西洋の歴史上の人物の成功譚を数百人分載せたいわゆる自己
啓発本で，福沢諭吉の「学問のすゝめ」とともに明治初期の青年
たちに大きな影響をあたえました。
　この本では政治家・軍人・学者・発明家など色々な分野の人が
取り上げられ，ナポレオンについて
も様々なエピソードが紹介されていま
す。
　「剛毅」について論じた部分では，
「不能ト云フ字ハ愚人ノ字書ニ見ユル
ノミ」という彼の格言を紹介し，その
意思の強さを評価しています。その一
方で，ナポレオンには私心があったた
め，結局は身を滅ぼしたのだとしてい
ます。そして，ナポレオンを破ったイ
ギリスの軍人・政治家であるウェリン
トンを真に国民を愛した人物として高
く評価しています。

4-1-1　近代革命の時代

ナポレオン

＊「仏郎王歌（フランスおうか）」（写真

右）は，江戸時代後期の儒学者頼山陽

がナポレオンを歌った詩です。山陽は

1818（文政元）年の長崎遊学の際には

じめてナポレオンのことを知り，詩に

しました。著名な学者であった彼のこ

の詩は，ナポレオンの名を日本に大い

に広めました（吉田樟堂文庫679「頼山

陽詩集」）。
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